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　令和５年９月定例会は９月19日から21日まで３日間の会期で開催し、20日
に繰り上げ閉会となりました。諮問案件や令和４年度決算認定、令和５年度補
正予算など、16件の議案を慎重に審議し、すべて原案のとおり可決しました。
　一般質問では４議員が登壇し、今後直面する課題や町政運営の在り方につい
て問いただしました。

　令和５年９月定例会は９月19日から21日まで３日間の会期で開催し、20日
に繰り上げ閉会となりました。諮問案件や令和４年度決算認定、令和５年度補
正予算など、16件の議案を慎重に審議し、すべて原案のとおり可決しました。
　一般質問では４議員が登壇し、今後直面する課題や町政運営の在り方につい
て問いただしました。

　令和５年９月定例会は９月19日から21日まで３日間の会期で開催し、20日
に繰り上げ閉会となりました。諮問案件や令和４年度決算認定、令和５年度補
正予算など、16件の議案を慎重に審議し、すべて原案のとおり可決しました。
　一般質問では４議員が登壇し、今後直面する課題や町政運営の在り方につい
て問いただしました。

令和４年度
決算審査

令和４年度
決 算

【引き続き、適切かつ柔軟な事務処理の継続を】
坂本代表監査委員の審査意見
　令和４年度決算は、約２１５億円の決算規模となっているが、総体的には概ね適切に事
務処理が行われたものと判断する。予算編成にあたっては、明確な事業計画に基づく精
密な予算見積もりによる予算計上、情勢の変化に伴う更正や追加を適宜行い、安易かつ
過大な予算要求は厳に慎むとともに、予算主義の原則を厳守し、適切な予算要求を行い、
予算執行にあたっては、慣例や前例に囚われない柔軟な創意工夫により、地方自治法の
趣旨である最小の経費で最大の効果をあげるよう努めていただきたい。

９月定例会報告

【防火防犯パトロール事業】【さくらモール整備事業】 【移住・定住促進事業】

【営農再開支援事業】

総額215 億円の成果を認定！
９月定例会報告

総額総額215 億円の成果を認定！
【一般会計　164億円、 特別会計51億円　合計215億円】

被災地域農業復興総合支援事業１億4,483万円
全体事業費（概算）22億4,000万円中の令和４年度支出分

【中学校施設維持管理事業】

中学校施設維持管理諸経費
（バリアフリー工事費　他）１億1,823万円

商業拠点施設整備事業費
（雨漏り等屋根改修工事費　他）２億8,542万円

営農再開支援事業         １億9,650万円
（補助金　他）
　　　

住宅維持補修費
（新田団地工事費　他）　   ３億2,585万円

【夜の森公園整備事業】

公園整備費　                  ２億5,519万円
（工事費　他）
　　　

防火防犯パトロール事業費
（委託料　他）　　　　　 ２億3,500万円

移住・定住促進事業費　　 １億2,606万円
（お試し住宅運営等委託料　他）
　　　

定例会の
あらまし

【野菜集出荷施設整備事業】【町営住宅機能回復工事】
R５.４月より供用開始　 R５.４月より供用開始　
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歳入（収入）の主なもの歳出（支出）の主なもの 歳出（支出）147億4,571万円 歳入（収入）163億9,949万円
●総務費（全般的な管理に要する経費、徴税費

や選挙費、基金の積み立てなども含
まれる。）

　････････････････････････  61億8,277万円

●民生費（町民が一定水準の生活と安定した社
会生活を送るために必要な経費）　

　････････････････････････  19億8,798万円
　・社会福祉費･････････････ 16億2,390万円
　・児童福祉費････････････   ２億3,292万円
　・災害救助費･････････････  １億3,116万円

●衛生費（町民が健康で衛生的な生活環境を保
持するための経費）

　･････････････････････････  ５億3,964万円
　・保健衛生費･････････････  ３億6,598万円
　・清掃費･･････････････････１億4,673万円
　・上水道費･･･････････････････  2,693万円

●農林水産業費（農林水産業の振興に要する経費）
　････････････････････････  15億5,139万円
　・農業費････････････････  12億8,192万円
　・林業費･････････････････  ２億6,844万円
　・水産業費･････････････････････ 103万円

●商工費（商工業の振興に要する経費）
　･････････････････････････  ７億6,746万円

●町税（皆さんが町に収めた税金）
　･････････････････････････ 21億6,246万円
　・町民税　････････････････８億1,429万円
　・固定資産税･････････････ 12億4,853万円
　・軽自動車税･･････････････････2,387万円
　・町たばこ税･･････････････････7,577万円

●繰入金 （収入の不足を補うために、基金（貯金）
等から取り崩したお金）

　･････････････････････････ 29億4,230万円
　・特別会計繰入金･･････････････1,998万円
　・基金繰入金 ････････････ 29億2,232万円

●繰越金（前年度から繰り越されたお金）
　･･･････････････････････････ ７億498万円

●諸収入（雑入など、その他の収入）
　･････････････････････････ 24億5,976万円

●使用料及び手数料（住民票などの手数料収入）
　･･････････････････････････１億1,060万円

●国庫・県支出金（特定の目的のために国や県
から交付されたお金）

　･････････････････････････ 47億4,666万円
　・国庫支出金････････････  37億6,536万円
　・県支出金････････････････９億8,130万円

●土木費（道路、公営住宅等の建設、維持管理に要する経費）
　･･･････････････････････････････････  16億878万円

●消防費（防犯防火に要する経費）
　……………………………………………  6億4,941万円

●教育費（教育に要する経費）
　…………………………………………  11億4,471万円

●公債費（町の借金返済に要する経費）
　･･････････････････････････････････････ 8,062万円

●地方譲与税（国が徴収した自動車重量税などから配分さ
れたお金）

　･･････････････････････････････････････ 7,390万円

●各種交付金
　･･････････････････････････････････ 4億1,387万円

●地方交付税（税収不足を補うために国から配分されたお金。
財源は所得税や法人税などの国税の一部）

　･･････････････････････････････････26億4,028万円

令和４年度 決算

【震災前の平成22年度から令和４年度までの一般会計歳出決算の推移】
71億

9,866万円
147億
4,571万円

200億

100億

0
令和４年度

195億
8,193万円

令和３年度平成22年度

220億
4,243万円

236億
9,184万円

199億
7,092万円

178億
7,669万円

191億
8,818万円

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度

会計区分 一般会計 特別会計 国民健康
保険事業

公共下水道
事業

農業集落
排水事業

歳 入 163億9,949万円 50億6,252万円 25億3,696万円 ５億9,061万円 １億7,569万円
歳 出 147億4,571万円 46億6,597万円 22億4,743万円 ５億7,675万円 １億6,593万円

歳入歳出比較 16億5,378万円 ３億9,655万円 ２億8,953万円 1,386万円 976万円

会計区分
特　別　会　計

合　　計曲田土地区画
整理事業 介護保険事業 後期高齢者

医療事業
介護サービス
事業

歳 入 2,063万円 16億6,714万円 6,265万円 884万円 214億6,201万円
歳 出 2,063万円 15億8,487万円 6,209万円 827万円 194億1,168万円

歳入歳出比較 0万円 8,227万円 56万円 57万円 20億5,033万円

【令和４年度一般会計及び特別会計決算を全会一致で認定】【令和４年度一般会計及び特別会計決算を全会一致で認定】

町税
21億6,246万円
（13.2%）

繰入金
29億4,230万円
（17.9%）

繰越金
７億498万円
（4.3%）

諸収入
24億5,976万円
（15.0%）

使用料及び手数料 
１億1,060万円
（0.7%）

財産収入
8,994万円
（0.5%）

寄附金
4,745万円
（0.3%）

県支出金
９億8,130万円
（6.0%）

町債〈借入金〉
０万円
（0.0%）

各種交付金
４億1,387万円
（2.5%）

地方譲与税
7,390万円
（0.5%） 

地方交付税
26億4,028万円
（16.1%）

分担金及び負担金
729万円
（0.0%）

国庫支出金
37億6,536万円
（23.0%）

議会費
7,930万円（0.5%）

総務費
61億8,277万円
（41.9%）

民生費
19億8,798万円
（13.5%）

衛生費
５億3,964万円
（3.7%）

労働費 0.3万円（0.0％）

農林水産業費
15億5,139万円
（10.5%）

商工費
７億6,746万円
（5.2%）

土木費
16億878万円
（10.9%）

消防費
６億4,941万円（4.4%）

教育費 11億4,471万円（7.8%）
災害復旧費 １億5,365万円（1.0%）

公債費 8,062万円（0.5%）
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定例会　人事案件・審議議案一覧定例会　補正予算

事　業　内　容　（費　目　名） 補正予算額

移住・定住推進事業費 516万円増

財政調整基金積立金 ３億3,268万円増

町勢振興基金積立金 200万円増

物価高騰対応生活困窮世帯緊急補助事業費（給付金　他） 1,673万円増

子育て世帯生活支援特別給付金給付事業費（給付金　他） 155万円増

公費解体事業費（委託料） 1,000万円増

新型インフルエンザ等感染症対策事業費（委託料　他） 1,378万円増

工業団地事業費（委託料　他） 4,257万円増

桜まつり事業 460万円増

その他 １億8,750万円増

　これまでの各種事務事業の進捗状況を踏まえ、また、今後の事業展開などの精査、調整
による増額計上等により６億1,657万円の増額補正を行い、総額149億7,261万円となり
ました。補正のあった主な事業は下表のとおりです。

人
事
案
件

人
事
案
件

　

人
権
擁
護
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

佐
藤
惠
子
さ
ん
の
再
任
が
適
任
で
あ
る
と

の
意
見
を
付
記
し
、
答
申
す
る
こ
と
に
決

し
ま
し
た
。

　
任
期
は
、
令
和
5
年
10
月
1
日
か
ら
の

3
年
間
で
す
。

（
９
月
定
例
会
）　
全
会
一
致　
適
任

人
権
擁
護
委
員
に
再
任

《6億1,657万円を増額補正》

一般会計一般会計 事業精査による増額事業精査による増額

質

応
疑疑疑疑

答答

【
令
和
4
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
】

問　
移
住
・
定
住
促
進
事
業
の
内
容
と
移
住
・
定

住
の
効
果
は
。
ま
た
、
全
国
の
成
功
例
と
比
較
し
た

分
析
は
し
て
い
る
か
。（
安
藤
正
純
）

答　
企
画
課
長

　
主
に
首
都
圏
に
対
し
て
の
移
住
相
談
会
や
お
試

し
住
宅
の
運
営
、
Ｐ
Ｒ
広
告
や
動
画
等
の
作
成
、

移
住
ツ
ア
ー
な
ど
を
実
施
し
て
お
り
、
移
住
し
て
く

だ
さ
っ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
ま
た
、
ひ
と

り
で
も
多
く
の
方
に
移
住
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

全
国
の
成
功
例
と
の
比
較
分
析
を
行
い
な
が
ら
進

め
た
い
考
え
で
す
。

問　
移
住
・
定
住
の
施
策
に
つ
い
て
、
現
在
の
状

況
を
見
て
内
容
や
予
算
を
精
査
す
べ
き
。

（
渡
辺
三
男
）

答　
企
画
課
長

　
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
は
今
後
も
精
査
し
、
ご
提

案
し
な
が
ら
推
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　
社
会
福
祉
総
務
費
に
お
け
る
扶
助
費
の
不
用

額
が
大
き
い
が
、補
正
予
算
で
減
額
は
で
き
な
か
っ

た
の
か
。（
遠
藤
一
善
）

答　
福
祉
課
長

　
障
が
い
福
祉
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
数
多
く

の
項
目
に
分
か
れ
て
い
る
予
算
で
す
。
3
月
補
正
予

算
要
求
の
時
期
と
の
兼
ね
合
い
で
、
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
が
で
き
な
い
事
態
と
な
ら
な
い
よ
う
減
額

せ
ず
に
残
し
て
お
い
た
た
め
、
結
果
的
に
不
用
額
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
で
す
。

問　
公
園
整
備
に
つ
い
て
、
整
備
す
る
だ
け
で
は

な
く
、
人
が
集
ま
り
、
大
人
も
子
ど
も
も
留
ま
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
を
考
え
る
べ
き
。

今
後
の
展
開
は
。（
佐
藤
教
宏
）

答　
都
市
整
備
課
長

　
町
内
に
は
都
市
公
園
が
5
つ
あ
り
、
令
和
4
年

度
は
夜
の
森
公
園
、
令
和
5
年
度
は
つ
つ
み
公
園
と

岡
内
東
公
園
、
岡
内
中
央
児
童
公
園
の
整
備
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
公
園
に
よ
っ
て
遊
具
の
必
要
性
等

も
考
慮
し
な
が
ら
計
画
的
に
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

答　
産
業
振
興
課
長

　
イ
ベ
ン
ト
等
で
、
よ
り
多
く
の
方
に
来
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
整
備
さ
れ
た
夜
の
森
公
園
を
中
心
に

企
画
し
て
い
き
た
い
考
え
で
す
。

答　
企
画
課
長

　
夜
の
森
地
区
の
に
ぎ
わ
い
創
出
の
た
め
、
核
と
な

る
夜
の
森
公
園
と
つ
つ
み
公
園
を
一
体
的
に
考
え
、

人
で
に
ぎ
わ
う
町
づ
く
り
に
繋
げ
ま
す
。

問　
町
内
の
防
犯
カ
メ
ラ
リ
ー
ス
の
利
用
方
法
や

情
報
共
有
の
状
況
は
。（
高
野
匠
美
）

答　
生
活
環
境
課
長

　
防
犯
カ
メ
ラ
は
警
察
等
か
ら
捜
査
協
力
依
頼
が

あ
っ
た
際
に
内
容
を
確
認
し
、
情
報
提
供
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
防
犯
カ
メ
ラ
と
は
別
に
、
消
防
団

や
民
間
の
事
業
者
に
よ
っ
て
行
っ
て
い
る
パ
ト
ロ
ー

ル
に
お
い
て
異
常
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
、
そ
の
つ

ど
連
絡
を
も
ら
い
、
関
係
各
課
や
機
関
と
情
報
共

有
を
し
て
い
ま
す
。
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令和５年第４回定例会で審議した議案とその結果
上　程　議　案　・　概　要 結　　果

◆補正予算案件

議案第37号 令和５年度富岡町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 全会一致　原案可決

議案第38号 令和５年度富岡町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 全会一致　原案可決

議案第39号 令和５年度富岡町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 全会一致　原案可決

議案第40号 令和５年度富岡町介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 全会一致　原案可決

議案第41号 令和５年度富岡町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 全会一致　原案可決

議案第42号 令和５年度富岡町介護サービス事業特別会計補正予算（第１号） 全会一致　原案可決

※第４回定例会における「諮問案件」は上記に、「令和４年度決算」 「一般会計補正予算（第２号）」は別頁に詳細を掲載してお
ります。また、各議案については富岡町ホームページにおいても報告しておりますので、ご参照ください。



一般質問は、議員が町の行財政全般にわたって執行機関に問題点をただし、
所信の表明を求めて政治姿勢を明らかにするものです。一般質問

山本　育男 町長山本　育男 町長

■ 安藤　正純 議員 10
○ 町政懇談会での町長発言の根拠は
○ 感染症流行の状況把握は

1

4 議員が
質　問

９月定例会の一般質問に４議員が登壇し、町の対応や考えなどを問いました。
この紙面では、質問した順に質疑応答の要点をお知らせします。

■ 佐藤　啓憲 議員 ……………………11
○ マイナンバーカードの取り組み状況は
○ 遊休農地・耕作放棄の対策は

2

■ 渡辺　正道 議員 ……………………13
○ 町長の考える、町づくりの進捗は
○ 新たな地域産業の在り方を見据えて、
　 的確な方針を出すことが必要

4

■ 高野　匠美 議員 12
○ 町民の生活交通確保を
○ 見守り訪問の内容精査を

3

動画配信中！

※山本町長の一般町政
報告はこちらから

※QRコードを読み取ると各議員の
一般質問動画が見られます。

※QRコードを読み取ると各議員の
一般質問動画が見られます。

YouTube
富岡町公式チャンネル

8

   新田団地、夜の森公園を視察   新田団地、夜の森公園を視察
現状を確認!!現状を確認!!

　令和５年９月20日、決算認定に伴う現地調査を実施しました。
　調査実施箇所は、新田団地および夜の森公園です。
　議員からは、新田団地において改修箇所についての規模や住環境に関する整備方針等、
夜の森公園において舗装に関することや子どもの見守りに関する設備、防災関連等などの
質問が出されました。

夜の森公園
（夜の森公園復旧工事）

決算認定に係る現地視察

○工事費
約３億879万円

○工事の概要
【外部】
屋根、屋上、外壁、受水槽
⇒高圧洗浄、塗装更新　等

【内部】
床、壁、天井、台所、洗面・トイレ、
浴室、照明器具
⇒各種張替、設備更新　等

○工事費　
約２億1,560万円

○工事の概要　
複合遊具、タワーネット、かまどベンチ、
防災あずまや※　等
※平常時はあずまやとして使用し災害
時には柱の中からカーテン状のテン
トシートで囲うことにより一時避難
場所や災害対策本部として使用が可
能なもの

新田団地
（町営住宅機能回復工事）

とみおか議会だより 216号とみおか議会だより 216号9 88



10

問
答

マイナンバーカードの取り組み状況は
普及を促進し更なる利便性向上に努めます

佐藤 啓憲 議員

問　
全
国
的
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
が
進

ん
で
い
る
が
、
富
岡
町
の

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を

伺
い
た
い
。

答　
町
長

　
富
岡
町
に
お
き
ま
し
て
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普

及
促
進
の
た
め
県
内
外
に
お

け
る
出
張
受
付
窓
口
や
両
支

所
を
含
め
た
休
日
受
付
窓
口

の
開
設
な
ど
に
よ
り
カ
ー
ド

取
得
率
は
82
・
９
％
の
普
及

率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問　
こ
の
と
こ
ろ
、
各
地

に
お
い
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
が
発
生
し
、
個
人
情
報

の
流
出
や
健
康
保
険
証
や

通
帳
の
紐
付
け
誤
登
録
の

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い

る
が
町
の
状
況
は
。

答　
町
長

　
富
岡
町
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
証
明
発
行
シ
ス
テ
ム

で
は
、
個
人
情
報
の
流
出
を

防
ぐ
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
有
し

て
お
り
、
証
明
書
が
誤
っ
て

交
付
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
各
登
録
に
お
い

て
、
別
人
と
紐
付
け
ら
れ
る

ト
ラ
ブ
ル
も
各
地
で
発
生
し

て
い
ま
す
が
、
富
岡
町
で
は

手
続
き
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
順
守

し
、
そ
の
都
度
、
登
録
端
末

の
ロ
グ
ア
ウ
ト
操
作
を
徹
底

し
て
行
っ
て
お
り
、
現
在
ま

で
ト
ラ
ブ
ル
は
発
生
し
て
い

ま
せ
ん
。

問　
健
康
保
険
証
と
し
て

利
用
で
き
る
よ
う
推
奨
し

て
い
る
と
思
う
が
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康

保
険
証
と
し
て
利
用
す
る

際
に
は
医
療
関
係
等
の
シ

ス
テ
ム
も
構
築
す
べ
き
と

考
え
る
。
診
療
、
薬
剤
情

報
な
ど
の
町
内
の
医
療
機

関
の
状
況
は
把
握
し
て
い

る
か
。

答　
健
康
づ
く
り
課
長

　
町
内
に
お
け
る
マ
イ
ナ
保

険
証
対
応
に
つ
い
て
、
町
内

の
医
療
関
係
等
は
全
部
で
7

箇
所
で
す
。
そ
の
内
6
医
療

機
関
等
に
お
い
て
マ
イ
ナ
保

険
証
対
応
と
な
っ
て
い
ま
す
。

安
心
し
て
お
使
い
い
た
だ
く

た
め
に
シ
ス
テ
ム
を
推
奨
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え

ま
す
。

問　
「
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
」が
稼
働
し
、
来

春
に
は「
野
菜
集
出
荷
施

設
」が
完
成
予
定
で
設
備

面
は
充
実
し
て
く
る
一
方
、

震
災
か
ら
12
年
が
経
過
し
、

遊
休
農
地
や
耕
作
放
棄
が

課
題
に
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
の
町
内
の
営
農
再

開
状
況
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

答　
町
長

　
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の

復
興
に
向
け
、
避
難
指
示
解

除
後
の
3
年
間
に
お
い
て
は
、

農
地
の
保
全
や
地
力
回
復
に

取
り
組
む
な
ど
の
営
農
再
開

安藤 正純 議員

問
答

町政懇談会での町長発言の根拠は
基本計画の約半分の金額で

問　
リ
フ
レ
富
岡
跡
地
の

利
活
用
計
画
に
お
け
る
温

浴
施
設
に
つ
い
て
、
昨
年

11
月
26
日
の
町
政
懇
談
会

に
お
い
て
町
長
か
ら
、
規

模
は
縮
小
す
る
方
向
、
風

呂
は
10
名
程
度
入
れ
る
広

さ
、
ま
た
直
売
所
を
設
け

て
10
億
円
程
度
と
の
発
言

が
あ
っ
た
が
、
根
拠
は
。

答　
町
長

　
リ
フ
レ
富
岡
建
設
当
時
の

30
億
円
や
、
前
回
基
本
計
画

に
挙
が
っ
た
22
億
円
、
そ
れ

ら
の
数
字
か
ら
比
較
す
る
と

約
半
分
の
金
額
で
建
て
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
い
い
と
の
考

え
で
発
言
し
ま
し
た
。
分
棟

か
ま
と
め
て
一つ
の
建
物
が
い

い
の
か
、
コ
ス
ト
的
な
比
較

を
今
後
し
て
い
き
ま
す
。
今

の
と
こ
ろ
現
実
的
な
話
に
は

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

問　
町
が
行
っ
た
温
泉
井

戸
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
、

掘
削
当
初
と
比
較
し
て
揚

湯
温
度
が
46
・
５
度
か
ら

33
・
８
度
へ
10
度
以
上
も

下
が
っ
て
い
る
と
報
告
さ

れ
て
い
る
が
、
沸
か
す
経

費
は
ど
の
様
に
算
定
さ
れ

て
い
る
の
か
。

答　
産
業
振
興
課
長

　
既
存
井
戸
は
ま
だ
復
旧
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
管
に
亀
裂

等
が
あ
り
地
下
水
が
入
っ
て

い
る
の
で
は
と
憶
測
さ
れ
ま

す
。
復
旧
す
る
と
ど
の
様
な

形
で
温
度
が
上
が
る
か
は
未

調
査
で
す
。
燃
料
高
騰
・
レ

ジ
オ
ネ
ラ
菌
対
策
・
消
毒
関

係
を
考
え
て
い
ま
す
が
、
ま

だ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て

い
な
い
の
で
、
後
日
精
査
し

た
い
考
え
で
す
。

問　
施
設
の
利
用
者
、
つ

ま
り
商
圏
の
範
囲
を
ど
の

位
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　
産
業
振
興
課
長

　
商
圏
は
富
岡
町
民
が
元
気

に
な
ら
な
け
れ
ば
と
い
う
コ

ン
セ
プ
ト
の
基
、
町
全
体
と

考
え
て
い
ま
す
。
温
浴
に
つ

い
て
は
一
番
低
い
入
り
込
み

数
を
20
人
と
し
て
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

問　
将
来
に
お
い
て
集
客

も
上
が
ら
ず
、
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
の
み
な
ら
ず
施

設
の
修
繕
・
空
調
設
備
や

汲
み
上
げ
井
戸
の
老
朽
化

も
進
み
、
ま
た
、
度
重
な

る
地
震
に
よ
り
不
具
合
が

発
生
す
る
こ
と
で
多
額
の

財
政
負
担
も
想
定
さ
れ
る
。

温
浴
施
設
は
町
税
収
入
が

豊
か
に
な
っ
て
か
ら
で
も

良
い
の
で
は
な
い
か
と
思

う
が
。

答　
町
長

　
夜
の
森
地
区
に
お
い
て
に

ぎ
わ
い
づ
く
り
の
た
め
買
い

物
環
境
を
整
え
、
娯
楽
・
温

浴
関
係
等
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な

も
の
に
よ
り
集
客
・
帰
還
移

住
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
こ
う
い
っ
た
施
設

を
造
り
た
い
考
え
で
す
。

答　
総
務
課
長

　
維
持
管
理
費
や
修
繕
費
に

よ
る
財
政
負
担
が
危
惧
さ
れ

ま
す
が
、
住
民
福
祉
の
向
上

に
必
要
な
施
設
を
建
設
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
や
ぶ
さ
か

で
は
な
く
、
そ
の
際
に
は
後

年
度
の
維
持
管
理
等
を
考
慮

し
た
施
設
と
し
た
い
も
の
で
す
。

答　
企
画
課
長

　

夜
の
森
公
園
・
つ
つ
み
公

園
・
夜
の
森
駅
東
西
自
由
通

路
等
を
使
い
周
遊
が
で
き
、
優

良
な
住
宅
地
で
あ
っ
た
夜
の
森

地
区
の
環
境
に
触
れ
て
少
し
で

も
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、

ま
ず
は
町
に
来
て
も
ら
う
施

策
を
練
り
た
い
考
え
で
す
。

問　
町
は
Ｄ
Ｂ
方
式
で
検

討
を
進
め
て
い
る
と
あ
る

が
、
維
持
管
理
・
施
設
運

営
を
町
が
行
う
べ
き
で
は

な
い
と
思
う
が
。

答　
町
長

　
温
浴
施
設
経
営
を
手
掛
け

る
事
業
者
等
か
ら「
施
設
の
維

持
管
理
や
運
営
に
長
け
て
い

る
事
業
者
の
意
見
を
参
考
に

し
な
が
ら
設
計
に
着
手
し
た

方
が
良
い
」と
の
助
言
を
い
た

だ
い
て
お
り
、
先
の
健
康
増

進
施
設
整
備
検
討
委
員
会
で

も
議
論
さ
れ
た
設
計
・
維
持

管
理
・
運
営
一
括
方
式
も
再

度
検
討
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
の
状
況
を
示
す
デ
ー
タ

は
、
全
数
把
握
か
ら
定
点
把

握
に
変
わ
っ
た
が
、
町
は
流

行
の
度
合
い
を
ど
の
様
に
感

じ
取
っ
て
い
る
の
か
。

答　
町
長

　

県
内
に
お
い
て
本
年
8
月

28
日
の
週
は
一
医
療
機
関
あ
た

り
の
報
告
数
が
約
27
･
６
人

の
基
盤
を
構
築
す
る
こ
と
と

し
、
そ
の
後
に
お
い
て
は
意

欲
的
に
農
業
を
営
む
地
元
農

家
や
農
業
法
人
等
を
中
心
に

営
農
再
開
を
進
め
て
い
ま
す
。

町
内
の
営
農
再
開
状
況
に
つ

き
ま
し
て
は
、
避
難
指
示
が

解
除
さ
れ
た
区
域
全
体
の

36
・
３
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問　
除
染
後
3
年
以
上
が

経
過
し
、
そ
の
後
い
ろ
い

ろ
な
理
由
か
ら「
地
権
者

個
人
で
は
耕
作
や
農
地
管

理
が
で
き
な
い
の
で
ど
う

す
る
か
」と
い
う
声
を
聞

く
。
つ
い
て
は
町
の
今
後

の
取
り
組
み
方
針
を
伺
い

た
い
。

に
な
っ
て
お
り
、
昨
年
の
第

7
波
や
第
8
波
の
ピ
ー
ク
時

と
比
較
し
て
約
6
割
に
達
し

て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
特

に
本
町
を
含
む
相
双
地
区
に

お
い
て
は
、
約
39
・
３
人
と

な
っ
て
お
り
同
ピ
ー
ク
時
に

至
っ
て
い
る
も
の
と
懸
念
し
て

い
ま
す
。

答　
町
長

　
こ
れ
ま
で
保
全
管
理
し
て

き
た
農
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、

翌
年
度
か
ら
営
農
再
開
を
予

定
す
る
こ
と
、
ま
た
は
、
担

い
手
へ
の
集
積
を
図
る
協
議

を
進
め
福
島
県
営
農
再
開
支

援
事
業
を
活
用
す
る
こ
と
や
、

農
協
と
連
携
し
、
農
地
所
有

者
と
担
い
手
等
の
調
整
を
進

め
ま
す
。

問　
先
日
も
台
風
13
号
に

よ
る
豪
雨
被
害
が
あ
っ
た
。

近
年
は
自
然
災
害
が
頻
発

し
て
い
る
が
、
当
町
の
農

業
被
害
状
況
は
。
ま
た
、

こ
の
よ
う
な
被
害
が
あ
っ

た
場
合
に
営
農
再
開
へ
の

町
支
援
は
。

答　
産
業
振
興
課
長

　
田
ん
ぼ
か
ら
キ
ャ
ベ
ツ
畑

に
変
更
し
た
場
所
が
あ
り
、

水
は
け
が
悪
く
被
害
を
受
け

ま
し
た
。
営
農
を
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
る
場
所
に
つ
い
て

は
、
基
盤
整
備
や
水
路
整
備
、

環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。

町内のタマネギ畑

問問 答答
町
税
収
入
が
豊
か
に
な
っ
て
か
ら
で
も

遊
休
農
地
・
耕
作
放
棄
の
対
策
は

夜
の
森
地
区
に
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
も
の
を

営
農
再
開
に
向
け
た
支
援
を
強
化

問答
感
染
症
流
行
の
状
況
把
握
は

油
断
せ
ず
注
視
し
ま
す
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問
答

町長の考える、町づくりの進捗は
着実に復興創生の歩みを進めています

渡辺 正道 議員

問　
町
長
就
任
以
来
2
年

が
経
過
し
た
が
、
町
長
の

考
え
る
、
町
づ
く
り
の
進

捗
は
。
特
に
、
夜
の
森
地

区
の
展
開
と
今
後
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

答　
町
長

　

特
定
復
興
再
生
拠
点
区

域
の
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ

る
な
ど
、
町
内
は
着
実
に
復

興
・
創
生
の
歩
み
を
進
め
て

い
ま
す
。　

　
夜
の
森
地
区
に
お
い
て
は
、

地
域
振
興
の
拠
点
と
し
て
リ

フ
レ
富
岡
跡
地
へ
の
複
合
的

な
施
設
整
備
の
検
討
に
着
手
、

桜
並
木
の
発
展
的
な
保
全
と

観
光
資
源
の
Ｐ
Ｒ
、
地
域
資

源
を
活
か
し
た
に
ぎ
わ
い
の

創
出
を
目
指
し
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

問　
夜
の
森
公
園
の
整
備

が
終
了
し
た
が
、
夜
の
森

公
園
は
今
後
の
発
展
に
寄

与
す
る
よ
う
な
施
設
と
し

て
復
旧
さ
れ
た
と
考
え
る

か
。

答　
町
長

　

公
園
も
こ
れ
か
ら
の
一
つ

の
資
源
と
し
て
、
将
来
的
に

こ
の
住
環
境
の
整
備
の
中
に

お
い
て
大
変
重
要
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

問　
特
に
夜
の
森
地
区
の

最
優
先
課
題
は
何
と
考
え

て
い
る
か
。

答　
町
長

　
夜
の
森
地
区
の
に
ぎ
わ
い

を
取
り
戻
し
て
い
く
こ
と
、

人
が
人
を
呼
び
込
ん
で
く
る

で
あ
ろ
う
施
策
を
考
え
て
い

く
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問　
リ
フ
レ
富
岡
跡
地
、

も
し
く
は
夜
の
森
公
園
に

近
接
し
た
場
所
に
イ
ベ
ン

ト
開
催
場
所
・
地
域
交
流

の
核
と
な
る
よ
う
な
野
外

ス
テ
ー
ジ
の
整
備
を
検
討

し
て
み
て
は
。

問　
震
災
前
、
当
町
は
原

子
力
発
電
と
い
う
地
域
経

済
が
核
と
な
り
行
財
政
運

営
を
さ
れ
て
き
た
。
事
故

後
、
福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想
や
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連

産
業
な
ど
の
新
産
業
が
集

約
し
て
、
事
故
前
の
産
業

構
造
か
ら
の
変
革
期
が
ま

さ
に
今
来
て
い
る
。
今
ま

で
以
上
に
注
力
し
て
い
く

べ
き
で
あ
る
。
廃
炉
産
業
、

原
発
産
業
に
ば
か
り
依
存

す
る
の
で
は
な
く
、
新
た

な
産
業
構
造
、
地
域
産
業

の
在
り
方
を
見
据
え
て
、

当
町
特
有
の
事
情
、
多
様

な
利
害
関
係
者
と
の
関
係

性
を
見
極
め
て
、
的
確
な

方
針
を
出
す
こ
と
が
必
要

だ
と
考
え
る
が
。

高野 匠美 議員

問
答

町民の生活交通確保を
関係機関と協議を進めていきます

問　
町
内
で
自
立
し
た
安

定
的
な
日
常
生
活
が
維
持

で
き
る
よ
う
、
生
活
交
通

の
確
保
・
支
援
は
現
状
ど

お
り
続
け
て
い
く
の
か
。

見
直
し
を
行
い
、
整
備
さ

れ
て
い
く
の
か
。

答　
町
長

　
住
民
の
日
常
生
活
の
足
と

し
て
路
線
バ
ス
等
の
確
保
は

欠
か
せ
な
い
と
考
え
て
お
り
、

今
年
度
に
お
い
て
地
域
公
共

交
通
を
維
持
、
確
保
す
る
た

め
の
富
岡
町
地
域
公
共
交
通

維
持
確
保
計
画
の
策
定
に
向

け
て
、
公
共
交
通
事
業
者
や

道
路
管
理
者
、
公
安
委
員
会

等
の
関
係
機
関
と
共
に
協
議

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問　
デ
マ
ン
ド
交
通
の
利

用
に
あ
た
っ
て
条
件
は
あ

る
か
。
ま
た
、
高
校
生
は

利
用
可
能
か
。

答　
産
業
振
興
課
長

　
利
用
条
件
と
し
て
、
事
前

登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
富
岡
町
民
が
対
象
と

な
り
ま
す
の
で
高
校
生
の
利

用
も
可
能
で
す
。

問　
町
内
の
子
ど
も
が
増

加
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
見

て
も
、
今
後
、
自
宅
と
駅

の
往
復
で
利
用
し
た
い
と

い
う
高
校
生
や
そ
の
保
護

者
の
声
も
増
え
て
く
る
と

思
わ
れ
る
が
、
町
と
し
て

将
来
的
な
問
題
と
し
て
考

え
て
い
る
か
。

答　
髙
野
副
町
長

　
教
育
委
員
会
が
対
応
す
る

の
が
義
務
教
育
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
高
校
生
へ
の
支
援
や

補
助
に
つ
い
て
は
難
し
く
、

慎
重
に
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
保
護
者
の
心
配
も
ご

も
っ
と
も
で
あ
り
、
通
学
路

で
の
街
路
灯
の
整
備
な
ど
、

通
学
の
行
き
帰
り
に
ご
不
安

の
な
い
環
境
を
整
え
て
い
く

こ
と
も
大
事
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。

問　
デ
マ
ン
ド
交
通
の
当

初
の
目
的
は
高
齢
者
や
交

通
弱
者
の
移
動
手
段
の
確

問答
新
た
な
地
域
産
業
の
在
り
方
を
見
据
え

て
、
的
確
な
方
針
を
出
す
こ
と
が
必
要

こ
れ
か
ら
が
勝
負
ど
こ
ろ
で
あ
る
と

考
え
る

保
で
あ
っ
た
が
、
依
然
と

し
て
交
通
手
段
に
困
っ
て

い
る
町
民
が
い
る
。
現
在

は
全
額
交
付
金
で
運
行
し

て
い
る
が
、
交
付
金
が
終

了
す
る
と
町
の
財
政
負
担

が
増
大
す
る
こ
と
か
ら
、

今
か
ら
地
域
公
共
交
通
の

活
性
化
に
向
け
た
施
策
を

講
ず
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

答　
産
業
振
興
課
長

　
継
続
的
な
交
付
金
充
当
に

向
け
、
実
効
性
の
あ
る
計
画

を
つ
く
り
、
活
性
化
の
た
め

検
討
を
進
め
ま
す
。

問　
今
後
、
町
内
路
線
バ

ス
の
再
編
や
デ
マ
ン
ド
交

通
の
見
直
し
に
つ
い
て
幅

広
く
検
討
を
行
う
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。
町
民
と

の
協
働
も
含
め
、
全
国
の

先
行
事
例
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
富
岡
町
に
適
し
た

形
を
研
究
し
、
デ
マ
ン
ド

交
通
に
固
執
せ
ず
公
共
交

通
や
移
動
支
援
の
在
り
方

に
つ
い
て
全
庁
を
あ
げ
て

検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。

答　
産
業
振
興
課
長

　
様
々
な
視
点
を
持
ち
、
共

通
し
て
活
用
し
て
い
く
移
動

手
段
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問　
現
在
、
見
守
り
訪
問

は
町
関
係
か
ら
民
間
事
業

者
ま
で
様
々
行
わ
れ
て
い

る
が
、
内
容
の
精
査
に
よ

り
財
源
の
確
保
に
も
つ
な

が
る
こ
と
か
ら
、
訪
問
の

在
り
方
や
周
知
に
つ
い
て

再
確
認
を
。

答　
生
活
環
境
課
長

　
事
業
の
精
査
は
必
要
と
考

え
る
の
で
、
し
っ
か
り
検
討

し
ま
す
。

答　
福
祉
課
長

　
訪
問
を
受
け
る
住
民
の
声

に
耳
を
傾
け
つ
つ
、
見
落
さ

れ
る
方
が
い
な
い
よ
う
、
精

査
し
な
が
ら
も
手
厚
く
は
続

け
た
い
考
え
で
す

答　
健
康
づ
く
り
課
長

　
訪
問
の
必
要
性
や
他
の
支

答　
町
長

　
整
備
に
向
け
て
は
、
そ
の

時
期
と
将
来
的
な
利
活
用
や

整
備
場
所
等
を
見
据
え
て
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

答　
町
長

　
現
在
、
本
当
に
変
革
期
か

ど
う
か
の
見
極
め
は
で
き
て

い
ま
せ
ん
が
、福
島
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想
や
エ

フ
レ
イ
関
係
が
今
後
中
心
に

な
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
が
勝
負
ど
こ
ろ
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
原
発
回
帰
に
大
き
く

舵
を
切
っ
た
国
の
原
子
力

政
策
に
対
し
て
町
長
の
考

え
を
伺
い
た
い
。

答　
町
長

　
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に

つ
い
て
直
接
コ
メ
ン
ト
す
る

立
場
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
の

立
地
町
と
し
て
今
後
も
注
視

し
ま
す
。
そ
の
上
で
、
ま
ず

は
福
島
第
一
・
第
二
の
廃
炉

問　
デ
マ
ン
ド
交
通
の
エ

リ
ア
を
近
隣
自
治
体
の
医

療
機
関
ま
で
拡
大
す
る
こ

と
で
利
便
性
が
向
上
す
る

の
で
は
。

援
方
法
が
な
い
か
等
も
含
め

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。

問　
一
人
住
ま
い
の
方
や

高
齢
の
方
々
に
対
し
、
急

な
体
調
不
良
な
ど
、
不
測

の
事
態
が
あ
っ
た
際
に
自

分
を
守
る
た
め
の
方
法
な

ど
を
、
町
も
考
え
て
も
ら

い
た
い
。

答　
福
祉
課
長

　
訪
問
の
在
り
方
や
関
わ
り

方
な
ど
を
積
極
的
に
行
い
、

困
っ
た
場
合
の
連
絡
先
な
ど

の
周
知
も
今
後
徹
底
し
て

行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

答　
町
長

　
町
を
は
じ
め
、
社
会
福
祉

協
議
会
や
関
係
機
関
と
の
連

携
を
密
に
し
て
い
き
ま
す
。

答　
町
長

　
各
町
村
の
事
情
等
を
含
め
、

県
と
も
し
っ
か
り
連
携
し
な

が
ら
協
議
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
、
今
後
の
課
題
と
考
え

ま
す
。

を
安
全
か
つ
着
実
に
進
め
て

い
た
だ
き
、
福
島
第
二
の
廃

止
措
置
計
画
の
実
行
に
あ

た
っ
て
は
地
元
企
業
の
参
入

を
し
っ
か
り
と
求
め
て
い
き

ま
す
。

問　
太
陽
光
・
風
力
・
地

熱
・
バ
イ
オ
マ
ス
等
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対

す
る
考
え
と
、
本
町
に
お

け
る
今
後
の
展
開
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

答　
町
長

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
に
あ
た
っ
て
は
大
き
な

メ
リ
ッ
ト
が
期
待
さ
れ
る
一

方
で
、
風
力
発
電
に
お
け
る

高
額
な
導
入
費
用
や
発
電
効

率
。
地
熱
発
電
に
お
け
る
開

発
調
査
に
係
る
期
間
や
コ
ス

ト
。
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
に
お

い
て
は
安
定
し
た
原
料
調
達

な
ど
、
様
々
な
面
で
課
題
も

多
く
、
環
境
に
与
え
る
影
響

や
町
内
の
景
観
へ
の
配
慮
等

を
含
め
、
更
な
る
検
討
も
必

要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

問答
見
守
り
訪
問
の
内
容
精
査
を

精
査
し
つ
つ
も
手
厚
く
継
続
し
ま
す

広い芝生の広場

とみおか議会だより 216号とみおか議会だより 216号13 1212



総務文教常任委員会

Q

《 後世へ残せる基金運用を 》

A

地方自治体が財源に余裕がある年度に積み立てておき、財源の変動に備えること
ができる財政調整基金について、後世に残せるよう、また富岡町を担う事業などに
的確な使用ができるよう精査し運用を。

9月補正予算における福島再生加速化交
付金や福島避難解除等区域生活環境整備
事業委託金の用途は。

Q

《 交付金の用途は 》

A 福島再生加速化交付金については、野菜集
出荷施設の外構工事及び第二産業団地整備
の測量調査業務に。
福島避難解除等区域生活環境整備事業委託
金については、夜の森つつみ公園の遊歩道
の機能回復事業に、それぞれ充当となります。

【企画課】

【企画課】

※常任委員会とは①
　本会議前に議案などを事前に審査したり、各課の
　事務の執行状況などを調査する場です。

【総務課】

Q

《 公営住宅の状況は 》

A 比較的埋まっている状況ですが、供用開始から間もない新田団地については空室があり
ます。ホームページにおいて定期的に空室状況を更新していますが、今後は広報紙や
SNSの活用も視野に入れたい考えです。　

公営住宅の空室と待機者の状況は。また、募集や空室状況の周知の方法は。

【総務課】

Q

《 帰還希望者に寄り添った計画の策定を 》

A 新しい制度（特定帰還居住区域制度）に基づき、帰還する
町民が安心して生活できるよう、帰還を希望しない町民
からも除染の同意はいただくことも含め、集落全体をな
るべく面的に考え、国との協議にあたる考えです。

小良ヶ浜・深谷地区の再生計画を国に提出して除染範囲を決めると思われるが、
現在除染対象になっていない世帯についても対象となるよう計画策定を。

【
所
管
課
】

○
総
務
課

○
企
画
課

○
税
務
課

○
出
納
室

○
住
民
課

○
教
育
総
務
課

○
生
涯
学
習
課

○
議
会
事
務
局総務文教常任委員会が調査した主な事業について報告します。

今後の財政状況を見据えながら、計画的な使用と積み立てができるよう運用します。　

【企画課】

Q

《 学力向上のための充実を 》

A 学校再開から、まずは富岡町に慣れることに重点を置いていました。
富岡小中学校は少人数学級の特性を活かした授業の実践を通して児童・生徒のやる気を
引き出しており、中学生は学力向上のため放課後の学習会や夏休み中の学習会、個別指導、
受験対策指導などを行っていきます。

児童・生徒の学力向上のための対策は。

【教育総務課】

改修され供用が始まった新田団地の室内

現在建設中の野菜集出荷施設

お試し住宅や、移住・定住に関しての問
い合わせに対する対応は。

Q

《 移住・定住に向けた方策について 》

A お試し住宅を利用された方へは毎回アン
ケートにお答えいただいており、今後の移
住に関する前向きな声も寄せられています
が、その後の経過確認までは至っていない
のが現状であることから、町としても委託
先と協議し、その後の経過確認等を実施し
て移住・定住につなげたいと考えます。 移住相談窓口「とみおかくらし情報館」と

お試し住宅
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産業厚生常任委員会が調査した主な事業について報告します。

産業厚生常任委員会 ※常任委員会とは②
　全議員が必ずどちらかの常任委員会に所属します。
　行政視察や事業の現地視察も実施します。

Q

《 町内の安全確保のために 》

A 都市整備課でパトロールを実施し対応していますが、近隣からの指摘や、町内パトロー
ルを行う方から情報提供をいただいた際はそのつど対応しています。

道路維持管理事業では除草や修繕がかなり進んでいるようだが、交差点やカーブ
ミラーの場所等で見通しが悪いような所はピンポイントで除草など行っているのか。

【都市整備課】

Q

《 観光案内所との調整を 》

A 桜まつりなど町内でイベントがある際は曜日に関係なく営業していますが、土日祝日
の全てで営業するのは難しい状況です。職員の状況など含め、徐々に調整していきた
いと考えています。

富岡駅に開設されている観光案内所の営業日を増やすよう調整してもらいたい。

【産業振興課】

Q

《 来庁者の安全を確認 》

A 駐車場に入りづらい等の声がありますが、職員が来庁者の見守りや、高齢者に対して
外に出て案内する等しています。なお、少し離れますが横断歩道と信号機があるので、
来庁の際はそちらを利用していただくようお願いしています。

郡山支所の駐車場について、交通トラブルや苦情等はないか。

【郡山支所】

【
所
管
課
】

○
産
業
振
興
課

○
都
市
整
備
課

○
農
業
委
員
会

○
生
活
環
境
課

○
い
わ
き
支
所

○
郡
山
支
所

○
福
祉
課

○
健
康
づ
く
り
課

Q

《 災害パトロールについて 》

A 暴風雨の後のパトロールについては
これまでも必ず現地の確認を行って
いるところですが、今後も徹底して
実行します。　

台風など暴風雨の後の、桜に限らず枝が折れていたり倒木や倒木の危険がある
箇所は大きな事故につながる可能性がある。道路パトロールをする際は、しっか
りとチェックしてもらいたい。

【都市整備課】

駐車場から道路を渡る必要があるため、横断歩道をご利用ください

Q

《 町民のニーズに沿った事業の継続を望む 》

A 時期や事業者の状況を見ながら、今後もご協力いただきたいと思っています。

町内での衣料品出張販売について、利用者から良かったという声を聞いた。今後は。

【産業振興課】
さくらモールにおいて出張販売が行われ、お客さんで賑わいました

Q

《 引き続き不安払しょくの方策を 》

A 帰町した当初は水道水や野菜に関してのご質問があり
ました。現在は最初の訪問の際に不安なこと等がない
か伺っており、放射線被害に関して不安の声はありま
せんが、各種リスコミ活動等で不安軽減対策を継続し
て行う考えです。

母子健康事業は妊娠時から手厚く行われているが、
その際に放射線被害に対して妊産婦の皆さんから
不安の声等あるか。不安払しょくのための事業は必
要であると考えるので、引き続き行ってもらいたい。

【健康づくり課】
【都市整備課】
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全員協議会報
告

全員協議会報
告 政府の対策

政府の対策

全員協議会報
告 政府の対策政府政府の対策対策

政府の対策

質

応
疑疑疑疑

答答

問　
施
設
の
安
全
性
に
つ
い
て
、
不
測
の
事

態
へ
の
対
処
法
は
。（
遠
藤
一
善
）

答　
内
閣
府

　
自
然
災
害
に
対
し
て
対
応
で
き
る
設
備

的
な
対
処
の
例
と
し
て
、
放
水
設
備
に
設
け

て
あ
る
緊
急
遮
断
弁
を
大
地
震
や
巨
大
津

波
の
際
は
迅
速
に
閉
じ
る
と
い
う
対
応
が
あ

り
ま
す
。
し
っ
か
り
対
応
で
き
る
想
定
を
す

る
こ
と
も
必
要
と
考
え
ま
す
。

問　
処
理
水
に
含
ま
れ
る
原
子
力
発
電
所

の
事
故
由
来
の
核
種
に
つ
い
て
、
数
値
を
出

す
だ
け
で
安
全
だ
と
言
う
の
で
は
な
く
、
内

容
の
説
明
を
す
べ
き
。（
安
藤
正
純
）

答　
内
閣
府

　
そ
れ
ぞ
れ
の
科
学
的
な
特
性
を
全
て
加

味
し
た
上
で
の
被
ば
く
評
価
と
な
っ
て
い
ま

す
。
説
明
不
足
と
の
指
摘
に
つ
い
て
、
今
後

は
そ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
も
配
慮
し
な
が
ら
説

明
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

問　
人
体
へ
の
影
響
が
少
な
い
と
言
う
よ

う
な
あ
い
ま
い
な
表
現
で
は
理
解
の
醸
成
に

つ
な
が
ら
な
い
の
で
は
。
安
全
か
安
全
で
な

い
か
は
っ
き
り
と
明
言
で
き
な
い
か
。

（
佐
藤
教
宏
）

答　
内
閣
府

　
政
府
と
し
て
は
、
事
実
に
基
づ
き
影
響
は

ゼ
ロ
で
は
な
い
が
極
め
て
低
い
と
い
う
よ
う

な
表
現
に
な
り
ま
す
。

問　
放
出
を
了
解
さ
れ
て
い
な
い
の
に
、
先

に
設
備
を
整
備
し
許
認
可
を
受
け
る
の
は

順
番
が
違
う
の
で
は
。（
渡
辺
三
男
）

答　
内
閣
府

　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
あ
り
き
で
は
な
く
、
関
係

者
の
理
解
な
し
に
は
い
か
な
る
処
分
も
行
わ

な
い
と
い
う
約
束
は
遵
守
し
ま
す
。
ま
た
、

放
出
の
許
認
可
で
は
な
く
設
備
の
使
用
を
原

子
力
規
制
委
員
会
か
ら
認
め
ら
れ
た
も
の
で

す
。

問　
処
理
水
を
放
出
す
る
こ
と
に
よ
り
交

流
人
口
や
町
へ
の
帰
還
者
が
減
っ
て
し
ま
う

な
ど
、
間
接
的
で
見
え
に
く
い
風
評
も
考
え

ら
れ
る
が
、
解
消
の
た
め
の
方
策
は
。

（
宇
佐
神
幸
一
）

答　
内
閣
府

　
個
別
に
相
談
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
基
本

は
丁
寧
に
話
を
聞
い
て
い
き
、
し
っ
か
り
と

評
価
し
な
が
ら
や
っ
て
い
く
考
え
で
す
。

問　
処
理
水
の
放
出
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
は

決
ま
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
国
の
立
会
い

は
最
初
だ
け
で
は
な
く
定
期
的
に
、
抜
き

打
ち
で
も
行
う
な
ど
で
安
心
材
料
と
な
る

が
、
検
討
し
て
も
ら
え
る
か
。（
堀
本
典
明
）

答　
内
閣
府

　
現
在（
7
月
10
日
時
点
）、
今
後
の
プ
ロ
セ

ス
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
し
っ
か
り
と

計
画
的
に
で
き
る
よ
う
考
え
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
立
ち
会
い
の
頻
度
や
期
間
、
抜
き
打

ち
の
有
無
も
含
め
て
様
々
な
方
法
で
行
っ
て

い
き
ま
す
。
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　ALPS処理水の処分について、国際原子力機関からの包括的報告書や原子力規制委員会による設備の使用前
検査、風評影響への対策など、かねてより国に対して説明を求めてきたところです。
　令和５年７月１０日開催の全員協議会において、内閣府廃炉・汚染水・処理水対策現地事務所より説明を受
けました。

・WEBサイトの新設
・全国の地上波放送局等においてテレビCMを放送
・YouTubeにおいて動画広告、Yahoo！JAPANトップページにバナー広
告掲載

・多く質問が寄せられる事項について、WEBサイトに掲載しつつSNS等で
シェアしやすいコンテンツを作成し、経済産業省のＸ（旧ツイッター）アカ
ウントにおいても発信する　等

・IAEAによる処理水の安全性レビュー包括報告書の公表
①ALPS処理水の安全性　②規制プロセスの妥当性　③独立したサンプリング・裏付け分析

・韓国専門家による福島第一原子力発電所の現地視察
・太平洋島嶼国、地域とのコミュニケーションによる会談　　　　　　　　等

・首都圏の小売業者と連携した三
陸常磐水産品を扱うキャンペー
ン等を実施

・“三陸・常磐もの”の積極的な購入
を支援

・風評対策、流通対策連絡会の開
催

・水産物の販路拡大等の取組への
支援

・水産物の一時的買い取り、保管
への支援

・福島第一原発のALPS処理水に関
する広報事業

・国が前面に立ち意見聴取等を実
施してきた

↓↓
・引き続き関係団体等からの意見
を伺いながら調整

・風評被害の推認方法や損害額の
算定方法等を具体化

● 情報発信

● 流通、風評対策

● 国際関係

動画コンテンツも公開されています
（経済産業省サイト）

流通・消費対策 海洋放出に伴う需要対策 風評被害に対する賠償

● 設備の進捗状況

● 海域および水産物のモニタリング

※資料より抜粋

ポイント①
放水口から10kmの範囲内を多めに測定

ポイント②
20km以上離れた海域や宮城県沖南部、茨城県沖北部でも
測定

ポイント③
北海道から千葉県の太平洋側で年間200検体のトリチウム測定による水産物モニタリングを実施

モニタリング結果はこちらから確認
ができます（環境省サイト）
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全員協議会報
告

とみおか議会だより 216号とみおか議会だより 216号21 2020

◆帰還困難区域の再生に向けた取組について

◆除染解体工事及び中間貯蔵施設への輸送並びに特定廃棄物埋立処分
　事業の状況について

問

小
良
ヶ
浜
地
区
・
深
谷
地
区
に

希
望
者
が
早
期
帰
還
し
た
後
、
国
は

除
染
が
残
っ
た
区
域
を
除
染
す
る
考

え
は
あ
る
か
。（
佐
藤
教
宏
）

答

内
閣
府

　

現
時
点
で
は
全
域
除
染
を
す
る
と

の
お
答
え
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
政

府
方
針
に
基
づ
き
、
帰
還
意
向
が
あ

る
住
民
の
方
々
の
帰
還
の
取
組
を
進

め
つ
つ
、
将
来
的
に
は
帰
還
困
難
区
域

の
全
て
を
解
除
し
て
い
く
と
の
決
意
の

も
と
、
引
き
続
き
個
別
の
課
題
や
ご

意
見
を
丁
寧
に
伺
い
な
が
ら
解
除
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

問

線
拠
点
と
点
拠
点
の
除
染
に
つ

い
て
、
解
除
の
基
準
と
な
る
線
量
を

妥
協
す
る
こ
と
な
く
協
議
し
て
も
ら

い
た
い
。（
渡
辺
三
男
）

答

髙
野
副
町
長

　

町
は
、
安
心
し
て
住
め
る
線
量
を

目
指
す
姿
勢
に
変
わ
り
な
く
、
妥
協

な
く
国
と
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

答

環
境
省

　

線
量
の
高
い
部
分
を
確
認
し
、
よ

り
下
が
る
方
法
を
選
び
な
が
ら
、
今

後
も
除
染
を
着
実
に
進
め
て
い
き
ま

す
。

問

松
の
前
及
び
小
良
ヶ
浜
の
共
同

墓
地
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
除
染
を
実

施
す
る
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
手

法
で
行
う
の
か
。（
遠
藤
一
善
）

答

環
境
省

　
周
辺
の
森
林
か
ら
線
量
の
影
響
が
あ

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
森
林
の
機
能
を
弱

め
な
い
よ
う
周
辺
部
の
表
土
剥
ぎ
取
り

を
行
い
、
墓
地
部
分
も
含
め
て
線
量
を

下
げ
て
い
き
た
い
考
え
で
す
。

問

遮
蔽
土
を
保
管
し
て
い
る
フ
レ

コ
ン
の
経
年
劣
化
へ
の
対
策
と
今
後

の
管
理
は
。（
佐
藤
啓
憲
）

答

環
境
省

　

令
和
5
年
度
の
工
事
で
、
汚
染
さ

れ
て
い
な
い
遮
蔽
土
が
入
っ
て
い
る
袋

を
破
袋
し
、
盛
土
し
て
保
管
し
て
い
く

予
定
で
す
。

（企画課・生活環境課・内閣府　他）

（環境省）

帰還困難区域である小良ヶ浜地区及び深谷地区にて２回目となる
道路・公共施設等における除染状況の現地確認を行いました。     （９月７日）

４箇所の現地確認を行い、環境省から説明を受けました

◆除染解体工事及び仮置場原状回復の状況について

◆帰還困難区域の再生に向けた取組について

問

小
良
ヶ
浜
共
同
墓
地
へ
繋

が
る
道
路
の
線
量
が
高
い
。
今

後
の
除
染
方
法
は
。（
遠
藤
一
善
）

答

環
境
省

　
例
え
ば
道
路
の
ク
ラ
ッ
ク
部

分
や
周
辺
を
切
り
、
線
量
が
高

い
部
分
を
除
去
す
る
こ
と
や
洗

浄
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
路
の
状

況
を
見
な
が
ら
線
量
が
下
が
る

方
法
で
実
施
す
る
考
え
で
す
。

問

線
量
の
数
値
目
標
を
明

確
に
設
定
し
な
い
と
の
こ
と
だ

が
、
町
や
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
線
量
の
不
安
に
対
し
て
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
を
確
実
に
実
施
し

て
ほ
し
い
。（
佐
藤
教
宏
）

答

環
境
省

　
線
量
の
不
安
に
対
し
、
個
々

の
案
件
ご
と
に
我
々
が
こ
れ
ま

で
積
み
上
げ
て
い
る
除
染
の
経

験
や
知
見
も
踏
ま
え
、
除
染

で
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
可
能
か
、

ひ
と
つ
ひ
と
つ
町
と
も
相
談
し

な
が
ら
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

問

点
・
線
拠
点
の
外
縁
除
染

が
9
月
末
で
完
了
予
定
だ
が
、

見
通
し
は
。
ま
た
、
期
間
あ
り

き
に
な
り
線
量
が
下
が
ら
な

か
っ
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が

な
い
よ
う
要
望
す
る
。

（
堀
本
典
明
）

答

環
境
省

　

現
時
点
で
だ
い
ぶ
着
手
も

進
ん
で
お
り
、
想
定
の
工
程
通

り
進
ん
で
い
る
状
況
で
す
。
9

月
末
ま
で
に
は
県
道
拡
幅
と
の

調
整
が
必
要
な
部
分
等
を
除

き
、
着
手
可
能
な
範
囲
は
概

ね
完
了
さ
せ
た
い
考
え
で
す
。

ま
た
、
線
量
を
下
げ
る
こ
と
が

第
一
と
考
え
ま
す
の
で
、
し
っ

か
り
除
染
を
進
め
ま
す
。

問

点
・
線
拠
点
の
除
染

が
完
了
し
、
道
路
の
み
解

除
と
な
っ
た
際
、
解
除
と
な

ら
な
い
宅
地
部
分
の
土
地

を
資
材
置
き
場
等
で
使
用

す
る
こ
と
が
可
能
と
の
こ
と

だ
が
、
使
用
の
た
め
の
基

準
は
。
ま
た
、
許
認
可
の

判
断
は
ど
の
機
関
か
。

（
渡
辺
三
男
）

答

内
閣
府

　
事
業
活
動
が
復
興
に
寄
与

す
る
か
が
判
断
基
準
と
な
り

ま
す
。
事
業
者
の
意
向
に
沿

い
な
が
ら
、
町
と
内
閣
府
が

調
整
し
、判
断
し
て
い
き
ま
す
。

問

除
染
後
の
宅
地
の
草

刈
り
な
ど
管
理
の
た
め
の

立
ち
入
り
に
関
し
て
、
民

家
へ
の
バ
リ
ケ
ー
ド
設
置

や
入
域
時
間
等
の
配
慮
は
。

（
遠
藤
一
善
）

答

内
閣
府

　

住
民
の
方
か
ら
バ
リ

ケ
ー
ド
が
不
便
で
あ
る
と

い
う
お
声
や
自
由
な
立
入

り
を
ご
希
望
さ
れ
る
お
声

が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
お

り
、
実
情
に
応
じ
柔
軟
な

対
応
が
で
き
る
よ
う
現
在

検
討
中
で
す
。
町
と
も
ご

相
談
し
決
ま
っ
た
ら
ご
報

告
し
ま
す
。

答

竹
原
副
町
長

　
バ
リ
ケ
ー
ド
の
種
類
等
に

つ
い
て
は
意
見
交
換
会
で
の

意
見
を
基
に
最
終
的
に
国
へ

要
望
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

バ
リ
ケ
ー
ド
を
設
置
す
る
こ

と
に
よ
り
防
犯
防
火
に
も
繋

げ
た
い
考
え
で
す
。

答

髙
野
副
町
長

　
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
も
草

刈
り
の
実
施
が
非
常
に
難
し

い
と
い
う
意
見
を
受
け
て
い

ま
す
。
東
京
電
力
に
協
力
い

た
だ
い
て
い
る
よ
う
な
外
の

力
を
お
借
り
す
る
こ
と
も
含

め
、
地
域
の
草
の
問
題
に
つ

い
て
考
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

（環境省）

（企画課・住民課　他）

８月９日開催９月 7日開催

町内の道路のクラック
※現在は補修が完了

草が繁茂してしまう除染後の空き地

墓地の線量を下げる工夫が必要
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原子力等
特別委員会

遠藤一善議員 東京電力HD㈱

電源喪失の際も燃料デブリの冷却が継続できるよう、機械
に頼らない冷却方法を検討すべきでは。例えば高低差を利
用し注水する方法は可能か。

既存タンクで陸上からの移送が難しくなった場合のバッ
クアップとして、機動的対応として消防車や高圧注水車
の準備があります。高低差の利用では、原子炉建屋の５
階より高い場所もしくは建屋５階に設備設置となり、デ
ブリ取り出しなどの廃炉作業や、位置的なことを考える
と難しいと思いますが、アイディアも踏まえつつ検討し
ていきます。

【多様な設備の検討を】

現在屋外で保管している廃炉作業で発生した固体廃棄物の
保管方法や、2028年度までに保管庫を設置し屋内設置す
るための搬入方法など、事前に詳細を発信すべきでは。

表面線量に応じた分別に加え、線量が高いものはコンテ
ナや保管庫に保管することでリスク低減に努めています。
また、2028年度までの屋内保管への移行に向け、廃棄物
関連設備の設置を進めているので、その状況を丁寧に発
信していきます。

東京電力HD㈱ 高橋実議長

【【詳細な情報発信が必要と考える詳細な情報発信が必要と考える】】

安藤正純議員

格納容器に新たに亀裂が入るなどして冷却水が流れてしま
い、冷却ができなくなるような想定はされているか。

第五次追補の受付オペレーターや審査する職員への教育の
徹底と、申請する際に町民の負担を軽減するための取り組
みをすると共に、受付は迅速に行ってもらうよう要望する。

燃料デブリの冷却の際は水を溜めるのではなく水をかけ流
すことで冷却が可能です。燃料デブリが発する崩壊熱は時
間と共に低下してきており、必要な水量を計算した上で注
水していきます。
格納容器に新たな亀裂が発生しても燃料デブリの状態が変
わらず、必要な水量が注入できれば冷却は継続できると考
えています。

現在、１ヶ月から３ヶ月程度の研修をし、理解度の確認を
しながらそれぞれの業務に入るようになります。質を高め
ることが今後のご賠償の加速につながると思っており、原
子力教育含め鋭意行っています。
申請の負担軽減等、寄り添った形で何ができるかは今後
しっかり検討を深めていきます。

東京電力HD㈱

【【町民に寄り添った対応を要望町民に寄り添った対応を要望】】

問　問　
豪
雨
災
害
が
相
次
い
で
い
る
。
被
害
を
受
け
る
こ
と

豪
雨
災
害
が
相
次
い
で
い
る
。
被
害
を
受
け
る
こ
と

も
想
定
し
、
放
水
設
備
に
限
ら
ず
運
転
員
の
判
断
で
放
出

も
想
定
し
、
放
水
設
備
に
限
ら
ず
運
転
員
の
判
断
で
放
出

を
停
止
で
き
る
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

を
停
止
で
き
る
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
。（
遠
藤
一
善
）

（
遠
藤
一
善
）

答　
東
京
電
力

答　
東
京
電
力

　
放
水
設
備
に
つ
い
て
は
自
然
現
象
等
に
よ
り
運
転
員
の

　
放
水
設
備
に
つ
い
て
は
自
然
現
象
等
に
よ
り
運
転
員
の

判
断
に
よ
る
放
出
停
止
の
基
準
を
定
め
て
い
ま
す
。
そ
の

判
断
に
よ
る
放
出
停
止
の
基
準
を
定
め
て
い
ま
す
。
そ
の

他
の
発
電
所
内
に
つ
い
て
も
自
然
現
象
等
に
伴
う
損
傷
等

他
の
発
電
所
内
に
つ
い
て
も
自
然
現
象
等
に
伴
う
損
傷
等

で
リ
ス
ク
と
な
る
箇
所
が
あ
る
の
で
、
様
々
な
パ
タ
ー
ン

で
リ
ス
ク
と
な
る
箇
所
が
あ
る
の
で
、
様
々
な
パ
タ
ー
ン

を
想
定
・
検
討
し
ま
す
。
運
転
員
だ
け
で
は
な
く
、
発
電

を
想
定
・
検
討
し
ま
す
。
運
転
員
だ
け
で
は
な
く
、
発
電

所
幹
部
も
含
め
て
常
に
問
い
か
け
対
応
で
き
る
よ
う
準
備

所
幹
部
も
含
め
て
常
に
問
い
か
け
対
応
で
き
る
よ
う
準
備

し
て
い
き
ま
す
。

し
て
い
き
ま
す
。

問　問　
海
域
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
お
い
て
ト
リ
チ
ウ
ム
の
濃
度

海
域
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
お
い
て
ト
リ
チ
ウ
ム
の
濃
度

が
一
時
的
に
若
干
高
く
な
る
箇
所
が
あ
る
が
、
理
由
は
分

が
一
時
的
に
若
干
高
く
な
る
箇
所
が
あ
る
が
、
理
由
は
分

析
さ
れ
て
い
る
か
。

析
さ
れ
て
い
る
か
。（
渡
辺
三
男
）

（
渡
辺
三
男
）

答　
東
京
電
力

答　
東
京
電
力

　
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
と
当
該
地
点
は
南
北
の
潮

　
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
と
当
該
地
点
は
南
北
の
潮

の
流
れ
が
あ
り
、
そ
の
流
れ
が
３
日
か
ら
４
日
お
き
に
方

の
流
れ
が
あ
り
、
そ
の
流
れ
が
３
日
か
ら
４
日
お
き
に
方

向
が
変
わ
る
状
況
で
す
。
そ
の
際
に
停
滞
す
る
タ
イ
ミ
ン

向
が
変
わ
る
状
況
で
す
。
そ
の
際
に
停
滞
す
る
タ
イ
ミ
ン

グ
が
あ
る
た
め
、
ご
く
低
い
濃
度
で
検
出
さ
れ
る
こ
と
が

グ
が
あ
る
た
め
、
ご
く
低
い
濃
度
で
検
出
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
前
後
の
測
定
で
は
検
出
限

あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
前
後
の
測
定
で
は
検
出
限

界
値
未
満
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
潮
の
流
れ
が
変
わ
る
こ
と

界
値
未
満
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
潮
の
流
れ
が
変
わ
る
こ
と

で
し
っ
か
り
拡
散
し
て
い
る
と
い
う
状
況
が
見
ら
れ
ま
す
。

で
し
っ
か
り
拡
散
し
て
い
る
と
い
う
状
況
が
見
ら
れ
ま
す
。

問　
放
水
立
抗
の
ト
リ
チ
ウ
ム
濃
度
測
定
の
際
に
分
析
値

と
計
算
値
を
出
す
と
あ
る
が
、
二
段
階
に
す
る
理
由
は
。

（
安
藤
正
純
）

答　
東
京
電
力

　
ト
リ
チ
ウ
ム
の
分
析
に
は
最
低
で
も
24
時
間
程
度
か
か

る
こ
と
か
ら
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
確
認
が
で
き
ず
、
放
出

す
る
水
と
希
釈
す
る
海
水
で
ど
の
く
ら
い
の
濃
度
に
な
る

か
の
計
算
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
計
算
値
が
分
析
値

の
濃
度
と
合
致
し
て
い
る
か
確
認
す
る
た
め
に
比
較
し
て

い
る
も
の
で
す
。

問　
風
評
被
害
の
賠
償
に
つ
い
て
、
直
接
的
な
も
の
ば
か

り
で
は
な
く
間
接
的
な
被
害
も
あ
る
。
申
請
で
き
る
業
種

か
判
断
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
声
も
あ
る
の
で
、
範

囲
を
明
確
に
し
て
も
ら
い
た
い
。（
宇
佐
神
幸
一
）

答　
東
京
電
力

　
申
請
を
迷
う
と
い
う
声
が
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
ま

す
。
同
じ
業
種
や
生
業
で
も
様
々
な
形
態
が
あ
り
ま
す
の

で
、
周
知
の
方
法
は
更
に
検
討
し
ま
す
。
ま
ず
は
し
っ
か

り
ご
事
情
を
伺
っ
て
い
く
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
、
類
型
化

し
効
率
的
に
進
め
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
丁
寧
な
対

応
を
す
る
考
え
で
す
。

問　
豪
雨
災
害
が
相
次
い
で
い
る
。
被
害
を
受
け
る
こ
と

も
想
定
し
、
放
水
設
備
に
限
ら
ず
運
転
員
の
判
断
で
放
出

を
停
止
で
き
る
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
。（
遠
藤
一
善
）

答　
東
京
電
力

　
放
水
設
備
に
つ
い
て
は
自
然
現
象
等
に
よ
り
運
転
員
の

判
断
に
よ
る
放
出
停
止
の
基
準
を
定
め
て
い
ま
す
。
そ
の

他
の
発
電
所
内
に
つ
い
て
も
自
然
現
象
等
に
伴
う
損
傷
等

で
リ
ス
ク
と
な
る
箇
所
が
あ
る
の
で
、
様
々
な
パ
タ
ー
ン

を
想
定
・
検
討
し
ま
す
。
運
転
員
だ
け
で
は
な
く
、
発
電

所
幹
部
も
含
め
て
常
に
問
い
か
け
対
応
で
き
る
よ
う
準
備

し
て
い
き
ま
す
。

問　
海
域
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
お
い
て
ト
リ
チ
ウ
ム
の
濃
度

が
一
時
的
に
若
干
高
く
な
る
箇
所
が
あ
る
が
、
理
由
は
分

析
さ
れ
て
い
る
か
。（
渡
辺
三
男
）

答　
東
京
電
力

　
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
と
当
該
地
点
は
南
北
の
潮

の
流
れ
が
あ
り
、
そ
の
流
れ
が
３
日
か
ら
４
日
お
き
に
方

向
が
変
わ
る
状
況
で
す
。
そ
の
際
に
停
滞
す
る
タ
イ
ミ
ン

グ
が
あ
る
た
め
、
ご
く
低
い
濃
度
で
検
出
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
前
後
の
測
定
で
は
検
出
限

界
値
未
満
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
潮
の
流
れ
が
変
わ
る
こ
と

で
し
っ
か
り
拡
散
し
て
い
る
と
い
う
状
況
が
見
ら
れ
ま
す
。

質

応
疑疑疑疑

答答

処理水ポータルサイ
トには、東京電力の
他、環境省、水産庁、
福島県で測定した分
析結果のリンクも掲
載されているっぴ♪

東京電力提出の資料より抜粋

【多様な設備の検討を】【多様な設備の検討を】

処理水タンク群（写真提供：東京電力ＨＤ㈱）
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様々なイベント等で、町民の方から多く聞かれるのは『富岡町から遠く離れた土地で長
く避難生活を送っていると、富岡町が今どうなっているのかわからない』という声です。 
皆さまの先が見えない不安を少しでも解消できるように、富岡町の現状をお伝えします。

���

様々なイベント等で、町民の方から多く聞かれるのは『富岡町から遠く離れた土地で長様々なイベント等で、町民の方から多く聞かれるのは『富岡町から遠く離れた土地で長様々なイベント等で、町民の方から多く聞かれるのは『富岡町から遠く離れた土地で長様々なイベント等で、町民の方から多く聞かれるのは『富岡町から遠く離れた土地で長様々なイベント等で、町民の方から多く聞かれるのは『富岡町から遠く離れた土地で長様々なイベント等で、町民の方から多く聞かれるのは『富岡町から遠く離れた土地で長様々なイベント等で、町民の方から多く聞かれるのは『富岡町から遠く離れた土地で長様々なイベント等で、町民の方から多く聞かれるのは『富岡町から遠く離れた土地で長様々なイベント等で、町民の方から多く聞かれるのは『富岡町から遠く離れた土地で長
く避難生活を送っていると、富岡町が今どうなっているのかわからない』という声です。 く避難生活を送っていると、富岡町が今どうなっているのかわからない』という声です。 く避難生活を送っていると、富岡町が今どうなっているのかわからない』という声です。 
皆さまの先が見えない不安を少しでも解消できるように、富岡町の現状をお伝えします。

様々なイベント等で、町民の方から多く聞かれるのは『富岡町から遠く離れた土地で長
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皆さまの先が見えない不安を少しでも解消できるように、富岡町の現状をお伝えします。
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とみおか議会だより 216号とみおか議会だより 216号25 2424

　令和５年７月14日に、総務文教常任委員会において学校訪問を実施しました。

○○にこにここども園
　園児数　０歳～５歳児
　　65名（Ｒ５.７.14時点）
　一時保育利用者数
　　25名（Ｒ５.4月～６月）
　子育て支援センター利用者数
　　118組（Ｒ５.4月～６月）

○○富岡小中学校
　児童・生徒数
　　小学校　46名・中学校　21名
　　（令和５年５月１日時点）
○○放課後児童クラブ施設整備
　場所： 旧富岡幼稚園跡地
　工期：Ｒ６.３.15

保育状況や施設内の見学をし、説明を受けました 昨年度の工事実施箇所を中心に説明を受けました

～学校訪問レポート～
にこにここども園
富岡小中学校

質

応
疑疑疑疑

答答

問　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
状
況
は
。

（
高
野
匠
美
）

答　
学
校
長

　
５
コ
ー
ス
を
バ
ス
２
台
と
ワ
ゴ
ン
車
３
台

で
運
行
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち

と
定
期
的
に
バ
ス
で
の
状
況
の
話
し
合
い
を

行
い
、
課
題
が
あ
れ
ば
そ
の
つ
ど
対
応
し
て

い
ま
す
。

問　
近
隣
に
塾
が
な
い
た
め
中
学
校
２
年

生
や
３
年
生
の
受
験
に
対
す
る
不
安
が
あ

る
か
と
思
う
が
、
対
策
は
。（
高
橋
実
）

答　
学
校
長

　
夏
休
み
期
間
中
に
中
学
３
年
生
を
対
象

に
勉
強
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
部
活
動
の
引
退
後
は
放

課
後
の
学
習
会
な
ど
も
随
時
企

画
す
る
な
ど
、
可
能
な
限
り
学

習
を
保
障
し
て
い
く
考
え
で
す
。

問　

教
育
環
境
充
実
の
た
め
の
方
策
は
。

ま
た
、
学
習
支
援
ア
プ
リ
な
ど
の
導
入
は
。

（
佐
藤
教
宏
）

答　
学
校
長

　
ひ
と
り
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
常
備
し
て

お
り
、
必
要
に
応
じ
て
持
ち
出
せ
る
環
境
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
学
習
ア
プ
リ
は
授
業
で

も
活
用
し
て
い
ま
す
。

　会社帰りの方やご家族連れの方等、富岡駅前ひろばで楽
しいひとときを過ごしました。

　４年ぶりに開催された敬老会では、久しぶりの再会を喜ぶ声で賑わいました。

　こども園の園児による運動会が開催され、元気いっぱい走り、お友達を応援する姿に
元気をもらいました。

富岡駅前
にぎわいフェス

令和５年度富岡町敬老会

にこにここども園　運動会

2023. ８. ２



●12月定例会は、13日（水）～ 15日（金）の会期で開催する予定です。
●所定の用紙に、住所（市町村名まで）・氏名・性別・年齢を記入いただくだけで、
　どなたでも傍聴することができます。
●審議日程など、詳細については議会事務局までお問い合わせください。
議会事務局　☎0240-22-2111（代表）

議会を傍聴しませんか？

■
発
行
／
富
岡
町
議
会
　
　■
編
集
／
富
岡
町
議
会
広
報
特
別
委
員
会
　
　■
富
岡
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ https://w

w
w
.tom

ioka-tow
n.jp/

　
　
　
　
　
■
印
刷
／
㈱
日
進
堂
印
刷
所 ＦＳＣ® の基準に従って認

証され、適切に管理された
森からの木材を含んだ用紙
を使用して印刷しています。

議
会
だ
よ
り

と
み
お
か
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編

集

後

記

発
行
責
任
者

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長

高
野
匠
美

副
委
員
長

佐
藤
啓
憲

委

　員

佐
藤
教
宏

委

　員

堀
本
典
明

議

　長

高
橋

　実

Ａ. 富岡町ではまだ2ヶ月しか過ごしていませんが、海に近い環
境で癒しを感じています。最近、町役場の職員と共に富岡
小中学校の体育館でバスケを楽しんでおり、健康のために
愉快に運動しています。現在、新しい産業の拠点である「と
みおかワーキングベース（TWB）」の管理者として働いていま
す。 TWBは企業、スタートアップ、大学などが連携して地
域の課題をオープンイノベーションを通じて解決するプログ
ラムを実施しています。

Q.富岡町に居住した感想や、現在取り組んでおられるこ
となどをお聞かせください。

Ａ. 今までの経験を活かして地域社会に貢献したいと考えていま
す。TWBを通じて、富岡町の復興と発展に寄与するプロジェ
クトを支援し、持続可能な未来を築くお手伝いをさせていた
だきます。そのため、異なるバックグラウンドを持つ人々を
繋げ、共通の目標に向けた協力を促進したいと思っています。

Q.令和5年9月11日にオープンした富岡町サテライトオ
フィス「とみおかワーキングベース（TWB）」の職務に
ついて今後の展望をお聞かせください。

Ａ. 私の地元のハイチも大震災の経験があるので、皆さまの気
持ちをよく理解できると思います。明るい将来をつくるため
に、ひとつひとつの行動は大切です。富岡町について、ま
だ色々分かりませんが、町の人々と話し合いをしたりして、
心の復興も身体の復興からも新しいアイディアが生まれると
思います。ぜひTWBに立ち寄ってください。元気にお待ちしています！

Q.富岡町民の皆さんへメッセージをお願いします。

富岡サテライトオフィス
　「とみおかワーキングベース」管理運営

Pachoute Max Arly
（パシュートマックスアリー）さん

【経歴】
●出身地：ハイチ生まれ／カナダ育ち
●モントリオール大学 モントリオール校 卒業
●モントリオールにおいて、機械オペレーターや
  テクニカルサポートをはじめ保証アナリスト、
  ファイナンシャルアドバイザーなどを歴任
●福島県福島市教育委員会（外国語指導助手）
●富岡町サテライトオフィス「とみおかワーキング
  ベース」（管理運営）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
５
類
感

染
症
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
敬

老
会
が
４
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
各
地
か
ら
た
く
さ
ん
の
方
が
集

ま
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
笑
顔
が

あ
ふ
れ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

た
く
さ
ん
の
顔
な
じ
み
と
の
交
流

や
、
み
ん
な
で
食
べ
る
昼
食
、
歌
謡

シ
ョ
ー
と
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
〝
生
き
が
い
〞と
は
、
一
般
的
に「
生

き
る
は
り
あ
い
」と
か「
幸
せ
を
感
じ

る
も
の
」な
ど
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
曖
昧
な
定
義
で
は
あ
り
ま
す
が
、

年
齢
関
係
な
く
、
町
民
の
皆
さ
ん
が

〝
生
き
が
い
〞を
感
じ
ら
れ
る
事
業
展

開
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

な
お
、
議
会
広
報
委
員
会
で
は
、

皆
様
に
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
け
る

議
会
報
を
目
指
し
作
成
し
て
お
り
ま

す
。
ご
意
見
ご
要
望
等
あ
り
ま
し
た

ら
是
非
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

（
佐
藤　
教
宏
）


